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注　意

受 験 教 科 等

小 学 校 全 科

　　指示があるまで、問題冊子を開いてはいけません。

　　全て係員の指示に従って、静粛に受験してください。

　　机上には、受験票、筆記用具、時計以外のものを出してはいけません。

　　他の受験者の迷惑になるような行為、スマートフォン等の使用及び不正行為をしてはいけません。

　　解答時間は60分です。途中退出はできません。

　　問題冊子のページ数は、24ページです。はじめにページ数を確かめてください。

　　解答用紙に、必要事項の記入やマークがない場合や誤っている場合には、解答は全て無効となります。 

解答用紙の【1】の欄には、受験番号を記入し、受験番号に対応する数字をマークしてください。
【2】の欄には、氏名を記入してください。ただし、【3】の選択問題を表す欄のマークは不要です。
　　問題冊子の余白等は、適宜使用しても構いませんが、どのページも切り離してはいけません。

　　問題文中の「学習指導要領」は、特に指示がある場合を除いて、平成29年、平成30年又は平成

31年告示の「学習指導要領」を表しています。

　　問題の内容についての質問には一切応じません。
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1　解答は、問題文や解答用紙の注意事項に従って、解答欄にマークしてください。問題には、選択

肢から選び解答する場合や、数字又は符号（-）を入れて問題文を完成させて解答する場合などが

あり、解答方法が複数ある場合とどれか一つのみの場合とがあります。

2　「解答番号は 1 。」と表示のある問に対して、 3と解答する場合には、次の（例 1）のよ

うに解答番号 1 の解答欄の 3 にマークしてください。

（例 1）
解答
番号 解答欄

1 74 02 851 3 96

解答上の注意の続きを、問題冊子の裏表紙に記載してあります。問題冊子を裏返して必ず読んでください。

専　門　教　養

令和 2 年 7 月

60分

解答上の注意





問題は、次のページから始まります。
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〔 問 3 〕
　

次 の ⑴ 、 ⑵ の 各 問 に 答 え よ 。

⑴
　

次 の 熟 語 ア 〜 エ と 、 そ の 対 義 語 Ａ 〜 Ｄ と の 組 合 せ と し て 適 切 な も の は 、 後 の 1 〜 8 の

う ち の ど れ か 。 解 答 番 号 は 5 。

ア
　

分 散

イ
　

演 繹

ウ
　

分 析

エ
　

発 散

Ａ
　

収 束

Ｂ
　

集 中

Ｃ
　

総 合

Ｄ
　

帰 納

1
　

ア

－

Ａ
　 　 　

イ

－

Ｂ
　 　 　

ウ

－

Ｄ
　 　 　

エ

－

Ｃ

2
　

ア

－

Ａ
　 　 　

イ

－

Ｄ
　 　 　

ウ

－

Ｂ
　 　 　

エ

－

Ｃ

3
　

ア

－

Ｂ
　 　 　

イ

－

Ｃ
　 　 　

ウ

－

Ｄ
　 　 　

エ

－

Ａ

4
　

ア

－

Ｂ
　 　 　

イ

－

Ｄ
　 　 　

ウ

－

Ｃ
　 　 　

エ

－

Ａ

5
　

ア

－

Ｃ
　 　 　

イ

－

Ｂ
　 　 　

ウ

－

Ａ
　 　 　

エ

－
Ｄ

6
　

ア

－

Ｃ
　 　 　

イ

－

Ｄ
　 　 　

ウ

－

Ａ
　 　 　

エ
－

Ｂ

7
　

ア

－

Ｄ
　 　 　

イ

－

Ａ
　 　 　

ウ

－

Ｂ
　 　 　

エ
－

Ｃ

8
　

ア

－

Ｄ
　 　 　

イ

－

Ｃ
　 　 　

ウ

－
Ａ

　 　 　

エ

－

Ｂ
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⑵
　

次 の ア 〜 エ の 波 線 部 で 使 わ れ て い る 敬 語 と 、 敬 語 の 種 類 Ａ 〜 Ｃ と の 組 合 せ と し て 適 切

な も の は 、 後 の 1 〜 9 の う ち の ど れ か 。 解 答 番 号 は 6 。

ア
　

お 宅 ま で 伺 い ま す 。

イ
　

是 非 、 御 覧 く だ さ い 。

ウ
　

確 か に そ の と お り で ご ざ い ま す 。

エ
　

祝 電 を く だ さ っ た 。

Ａ
　

尊 敬 語

Ｂ
　

謙 譲 語

Ｃ
　

丁 寧 語

1
　

ア

－

Ａ
　 　 　

イ

－

Ｂ
　 　 　

ウ

－

Ｂ
　 　 　

エ

－

Ｃ

2
　

ア

－

Ａ
　 　 　

イ

－

Ｃ
　 　 　

ウ

－

Ａ
　 　 　

エ

－

Ｂ

3
　

ア

－

Ａ
　 　 　

イ

－

Ｃ
　 　 　

ウ

－

Ｂ
　 　 　

エ

－

Ａ

4
　

ア

－

Ｂ
　 　 　

イ

－

Ａ
　 　 　

ウ

－

Ｃ
　 　 　

エ

－

Ａ

5
　

ア

－

Ｂ
　 　 　

イ

－

Ｂ
　 　 　

ウ

－

Ａ
　 　 　

エ

－

Ｃ

6
　

ア

－

Ｂ
　 　 　

イ

－

Ｃ
　 　 　

ウ

－

Ａ
　 　 　

エ

－

Ｃ

7
　

ア

－

Ｃ
　 　 　

イ

－

Ａ
　 　 　

ウ

－

Ｂ
　 　 　

エ

－

Ｂ

8
　

ア

－

Ｃ
　 　 　

イ

－

Ａ
　 　 　

ウ

－

Ｃ
　 　 　

エ

－
Ｂ

9
　

ア

－

Ｃ
　 　 　

イ

－

Ｂ
　 　 　

ウ

－

Ａ
　 　 　

エ
－

Ａ
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次の各問に答えよ。

〔問 1〕 次の雨温図①～③は、千葉県、新潟県、宮崎県のいずれかのものである。また、下の表1  

は、千葉県、新潟県、宮崎県のいずれかの平成29年におけるだいこん、きゅうりと、平

成30年における水稲の収穫量を示したものであり、表 2は、千葉県、新潟県、宮崎県の

いずれかの平成29年における肉用牛、豚、ブロイラーの農業産出額を示したものである。 

雨温図①～③が示す県について、ア～ウと、Ａ～Ｃとの組合せとして適切なものは、次の

ページの 1～ 9のうちのどれか、それぞれ選び答えよ。解答番号は雨温図①が 7 、 

雨温図②が 8 、雨温図③が 9 。

① ② ③
〔mm〕
降水量

〔℃〕
気　温

300

200

100

0

700 30

25

20

15

10

5

0

-5

600

500

400

1 72 83 94 105 116 12〔月〕

年平均気温：  17.4℃
年 降 水 量：2508.5mm

降水量 平均気温

〔mm〕
降水量

〔℃〕
気　温

300

200

100

0

700 30

25

20

15

10

5

0

-5

600

500

400

1 72 83 94 105 116 12〔月〕

年平均気温：  15.7℃
年 降 水 量：1387.3mm

降水量 平均気温

〔mm〕
降水量

〔℃〕
気　温

300

200

100

0

700 30

25

20

15

10

5

0

-5

600

500

400

1 72 83 94 105 116 12〔月〕

年平均気温：  13.6℃
年 降 水 量：1821.0mm

降水量 平均気温

（気象庁ホームページ「過去の気象データ」から作成）

表 1 収穫量〔t〕

県名 だいこん きゅうり 水稲

ア  50,500  9,250 627,600

イ 140,000 34,100 301,400

ウ  77,500 67,200  79,400
（農林水産省「都道府県の姿　グラフと統計でみる農林水産業」から作成）

表 2 農業産出額〔億円〕

県名 肉用牛 豚 ブロイラー

Ａ  95 546  71

Ｂ 747 555 702

Ｃ  33 151  25
（農林水産省「都道府県の姿　グラフと統計でみる農林水産業」から作成）

2
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1　ア－Ａ

2　ア－Ｂ

3　ア－Ｃ

4　イ－Ａ

5　イ－Ｂ

6　イ－Ｃ

7　ウ－Ａ

8　ウ－Ｂ

9　ウ－Ｃ

〔問 2〕 我が国の大正時代に起きた出来事に関する記述として適切なものは、次の 1～ 5のうち

のどれか。解答番号は 10 。

1　アメリカのポーツマスにおいて、日本の全権小村寿太郎とロシアの全権ウィッテとの

間で講和条約が調印された。

2　国家総動員法が公布され、政府は議会の承認なしに、勅令によって物資、物価、労働

力、賃金、出版などを、軍需を優先して、独占的に運用・統制できるようになった。

3　民主主義の基本理念を示す教育基本法がつくられた。また、学校教育法によって、

六・三・三・四の新しい学制となり、義務教育は 6年から 9年になった。

4　普通選挙法が成立し、納税制限が撤廃され、満25歳以上の男子に選挙権が与えられ

た。同じ年に治安維持法も成立した。

5　軍部に対する政党の影響力を阻むことを狙いとして軍部大臣現役武官制を定め、同じ

年に治安警察法が公布された。
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〔問 3〕 次の記述ア～ウは、我が国の国会の種類に関するものである。また、Ａ～Ｃは、我が国

の常会、臨時会、特別会における、主要議事である。ア～ウと、Ａ～Ｃとの組合せとして

適切なものは、下の 1～ 9のうちのどれか、それぞれ選び答えよ。解答番号は常会が 

11 、臨時会が 12 、特別会が 13 。

ア　内閣が必要と認めたとき又はいずれかの議院の総議員の 4分の 1以上の要求があっ

たときに召集され、会期は衆参両院一致の議決で決定される。

イ　毎年 1月に召集され、会期は150日間である。衆参両院一致の議決で、会期を 1回

に限り延長することができる。

ウ　衆議院の解散による総選挙後30日以内に召集され、会期は衆参両院一致の議決で決

定される。

Ａ　内閣総理大臣の指名

Ｂ　翌年度の予算の審議

Ｃ　国政上緊急に必要な議事

1　ア－Ａ

2　ア－Ｂ

3　ア－Ｃ

4　イ－Ａ

5　イ－Ｂ

6　イ－Ｃ

7　ウ－Ａ

8　ウ－Ｂ

9　ウ－Ｃ
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〔問 4〕 次の記述ア～ウは、地域的経済統合に関するものである。ア～ウと、地域的組織や協定

の略称Ａ～Ｄとの組合せとして適切なものは、下の 1～ 8のうちのどれか。解答番号は 

14 。

ア　域内の関税及び非関税障壁の撤廃、対外共通関税の創設、共通貿易政策の採択などを

目的として1995年に南米 4か国で発足した。

イ　アジア太平洋地域の経済協力を目的として、オーストラリアのホーク首相の提唱で

1989年に発足した。

ウ　東南アジアにおける経済・社会・文化の域内協力を目指すことを目的として、東南ア

ジア 5か国で1967年に結成された。

Ａ　ＡＳＥＡＮ

Ｂ　ＡＰＥＣ

Ｃ　ＭＥＲＣＯＳＵＲ

Ｄ　ＴＰＰ

1　ア－Ａ　　　イ－Ｃ　　　ウ－Ｂ

2　ア－Ａ　　　イ－Ｄ　　　ウ－Ｃ

3　ア－Ｂ　　　イ－Ｃ　　　ウ－Ｄ

4　ア－Ｂ　　　イ－Ｄ　　　ウ－Ｃ

5　ア－Ｃ　　　イ－Ａ　　　ウ－Ｄ

6　ア－Ｃ　　　イ－Ｂ　　　ウ－Ａ

7　ア－Ｄ　　　イ－Ａ　　　ウ－Ｂ

8　ア－Ｄ　　　イ－Ｂ　　　ウ－Ａ
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次の各問に答えよ。

〔問 1〕 4- 24# 2.25'（-6）2+ 8 を計算すると、 15 16 である。

〔問 2〕 
2

1

6

1

12

1

20

1

30

1
+ + + + を計算すると、

17

18
である。

〔問 3〕 次の図のように、 0から 6までの数字が 1つずつ書かれた 7枚のカードがある。この 

7 枚のカードのうち、 3枚を使ってつくることができる 3けたの整数は、全部で 

19 20 21 通りである。

0 1 2 3 4 5 6

〔問 4〕 次の図のように、台形に半円が内接しているとき、半円の面積は 22 23 24 r cm2 で

ある。

ただし、円周率は rとする。

36 cm

16 cm

3
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〔問 5〕 一周 1.2 kmのジョギングコースのスタート地点から、Ａさんが分速 180 mの速さで

走り始めた。Ａさんがスタートしてから 20秒後に、同じスタート地点からＢさんは分速

220 mの速さでＡさんと反対向きに走り始めた。 2人が最初にすれ違うのは、Ａさんが

スタートしてから 25 26 27 秒後である。

〔問 6〕 次の図のように、y x
2

1 2= のグラフ上に3点、Ａ、Ｂ、Ｃがある。原点Ｏと点Ａ、点Ａ 

と点Ｂ、点Ｂと点Ｃをそれぞれ直線で結ぶとき、直線OAと直線BCの傾きはともに 

1 である。また、直線ABの傾きは、-1 となる。

⑴　直線ABの式は、y=-x+ 28 である。

⑵　点Ｃの座標は、（ 29 ， 30 31 ）である。

⑶　直線BCと y軸の交点をＰとするとき、iBOAとiBAPの面積比を最も簡単な整

数の比で表すと、 32 ： 33 である。

y

Ｂ

Ｐ

Ｃ

Ａ

Ｏ
x
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〔問 2〕 次の図のように、砂糖を水に溶かして砂糖水をつくる実験を行った。下の⑴、⑵の各問

に答えよ。

図 1

砂糖 20 g

水 80 g

図 2

砂糖 10 g

水 100 g

⑴　図 1の砂糖水の質量パーセント濃度は、 36 37 〔％〕である。

⑵　図 2の砂糖水を、水の量を変えずに砂糖のみを加えて⑴と同じ質量パーセント濃度

にするとき、砂糖は、 38 39 〔g〕加えるとよい。
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次の問に答えよ。

〔問〕　陸上競技の規則に関する記述として、「陸上競技ルールブック2020年度版」（公益財団法

人日本陸上競技連盟）に照らして最も適切なものは、次の 1～ 4のうちではどれか。解答番

号は 47 。

1　トラック競技における競技者の順位は、競技者の頭、首、足のいずれかの部分が、フィ

ニッシュラインのスタートラインに近い端の垂直面に到達したことで決める。

2　ハードル競走において競技者は、ハードルを越える瞬間に、足又は脚がハードルの外側

にはみ出して、バーの高さより低い位置を通ったとしても失格とはならない。

3　リレー競走でバトンを落とした場合は、落とした競技者がバトンを拾って継続するが、競 

技者は距離が短くならないことを条件にバトンを拾うために自分のレーンから離れてもよい。

4　走幅跳において、競技者が踏切板の両端よりも外側から踏み切った場合であっても、踏

切線の延長線より手前であれば無効試技とはならない。

8
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〔問 2〕 次の空欄（ ① ）、（ ② ）に当てはまる語句として最も適切なものは、それぞれ下

の 1～ 4のうちではどれか。

⑴　He sat very still, trying to （ ① ） himself to the darkness.

解答番号は 49 。

1　accustom

2　accustomed

3　be accustomed

4　have accustomed

⑵　The moment my head touched the pillow I （ ② ）.

解答番号は 50 。

1　fall asleep

2　fell asleep

3　falls asleep

4　fallen asleep
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〔問 3〕 次の英文について、下の {　　　} 内の語を用いて、完成した文章をつくるとき、 

（ ① ）～（ ④ ）に入るものの組合せとして最も適切なものは、下の 1～ 4のうち

ではどれか。ただし、{　　　} 内には不要な語が一つある。

⑴　I （ ① ） （ ） （ ② ） （ ） （ ） which dress would be 

appropriate.
{ able / haven’t / to / been / decide / in }

解答番号は 51 。

1　① haven’t　　　② able 2　① haven’t　　　② decide

3　① decide ② haven’t 4　① decide ② been

⑵　I can （ ③ ） （ ） （ ） （ ） （ ④ ） thinking of you.
{ visit / this / without / never / place / ever }

解答番号は 52 。

1　③ ever ④ never 2　③ ever ④ without

3　③ never ④ without 4　③ visit ④ never
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次の各問に答えよ。

〔問 1〕 小学校学習指導要領国語の「各学年の目標及び内容」の「目標」の記述ア・イと、学年

との組合せとして適切なものは、次の 1～ 5のうちのどれか。解答番号は 53 。

ア　筋道立てて考える力や豊かに感じたり想像したりする力を養い、日常生活における人と 

の関わりの中で伝え合う力を高め、自分の思いや考えをまとめることができるようにする。

イ　言葉がもつよさに気付くとともに、幅広く読書をし、国語を大切にして、思いや考え

を伝え合おうとする態度を養う。

1　ア－〔第 1学年及び第 2学年〕　　　イ－〔第 1学年及び第 2学年〕

2　ア－〔第 1学年及び第 2学年〕　　　イ－〔第 3学年及び第 4学年〕

3　ア－〔第 3学年及び第 4学年〕　　　イ－〔第 3学年及び第 4学年〕

4　ア－〔第 3学年及び第 4学年〕　　　イ－〔第 5学年及び第 6学年〕

5　ア－〔第 5学年及び第 6学年〕　　　イ－〔第 5学年及び第 6学年〕

〔問 2〕 小学校学習指導要領理科の「各学年の目標及び内容」の〔第 4学年〕の「目標」に示さ

れているものとして適切なものは、次の 1～ 4のうちのどれか。解答番号は 54 。

1　空気、水及び金属の性質、電流の働きについて追究する中で、主に既習の内容や生活

経験を基に、根拠のある予想や仮説を発想する力を養う。

2　物の溶け方、振り子の運動、電流がつくる磁力について追究する中で、主体的に問題

解決しようとする態度を養う。

3　身の回りの生物、太陽と地面の様子について追究する中で、主に差異点や共通点を基

に、問題を見いだす力を養う。

4　生命の連続性、流れる水の働き、気象現象の規則性について追究する中で、主に予想

や仮説を基に、解決の方法を発想する力を養う。
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３　問題文中の 2 、 3 4 などの には、数字又は符号（-）が入ります。次の 

⑴～⑷の方法でマークしてください。

⑴　 2 、 3 、 4 、……の一つ一つは、それぞれ 1～ 9、 0の数字又は符号（-）のいずれ

か一つに対応します。それらを 2 、 3 、 4 、……で示された解答欄にマークしてください。

例えば、 2 3 4 に -84 と解答する場合には、次の（例 2）のようにマークします。

なお、同一の問題文中に 2 、 3 4 などが 2度以上現れる場合、原則として、 

2 度目以降は、 2 、 3 4 のように細字で表記します。

⑵　分数形で解答する場合は、符号は分子に付け、分母に付けてはいけません。また、分数は既

約分数で答えてください。

例えば、
5 6

7
に

5

4
- と解答する場合には、

5

4- として、次の（例 3）のように 

マークします。

⑶　小数の形で解答する場合は、特に指示されていなければ、指定された桁数の一つ下の桁を四

捨五入して答えてください。また、必要に応じて、指定された桁まで 0 にマークしてください。

例えば、 8 9 10. に 2.6 と解答する場合には、2.60 として答えてください。

⑷　根号を含む形で解答する場合は、根号の中に現れる自然数が最小となる形で答えてください。

4　「ただし、選んだ数字の小さい順にマークすること。解答番号は 11 、 12 、 13 。」 

と表示のある問に対して、 2と 5と 8と解答する場合には、次の（例 4）のように「 2 、 5 、 8 」

の順にマークします。

このとき、「 2 、 5 、 8 」以外の「 5 、 2 、 8 」や「 8 、 2 、 5 」などの順にマークした場合に

は、不正解となります。

（例 2）

解答
番号 解答欄

2 74 02 851 3 96

3 74 02 851 3 96

4 74 02 851 3 96

（例 3）

解答
番号 解答欄

5 74 02 851 3 96

6 74 02 851 3 96

7 74 02 851 3 96

（例 4）

解答
番号 解答欄

11 74 02 851 3 96

12 74 02 851 3 96

13 74 02 51 3 96



1

大問番号

1 問1 (1) 1 4 3

(2) 2 1 3

問2 (1) 3 2 3

(2) 4 1 3

問3 (1) 5 4 2

(2) 6 4 2

2 問1 ① 7 8 2

② 8 4 2

③ 9 3 2

問2 10 4 3

問3 11 5 2

12 3 2

13 7 2

問4 14 6 3

3 問1 15 1

16 1

問2 17 5

18 6

問3 19 1

20 8

21 0

問4 22 2

23 8

24 8

問5 25 1

26 9

27 1

問6 (1) 28 4 2

(2) 29 6

30 1

31 8

(3) 32 1

33 2

4 問1 (1) 34 1 2

(2) 35 1 2

問2 (1) 36 2

37 0

(2) 38 1

39 5

問3 (1) 40 3 2

(2) 41 1 2

問4 42 8 3

5 問 43 6 3

どちらか１つを選択 案１ 6 問 Ａ 44 3

どちらか２つを選択 案２ Ｂ 45 4

7 問 46 5 3

8 問 47 3 3

9 問1 48 4 3

４案中２つを選択 案１ 問2 (1) 49 1 3

４案中２つを選択 案２ (2) 50 2 3

問3 (1) 51 1 2

(2) 52 3 2

10 問1 53 3 3

問2 54 1 3

２（３採用）【 小学校全科 】

問　題　番　号
解答番号 正答１ 正答２ 正答３ 配点 備考

小問番号

完全解答

完全解答

完全解答

完全解答

完全解答

2

2

2

3

3

3

3

完全解答

完全解答

完全解答

完全解答

完全解答

2

2

3


